
　平素は、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社は、この度第８２期の累計期間の業績をとりまとめましたので
ここに御報告いたします。
　本年度当社の売上高は、昨年の大手従来顧客の製品切替の増加が上半期に寄与し、
その他関西ハウスメーカーの新製品切替、新規採用、全国ネットビルダーなどの採用により
増加傾向にありました。
　本年度当社の売上高は、前年同期の比較で９千９百万円の増加となり、
１０億５千６百万円となりました。
　また、売上総利益は、５．１％増加の５億３百万円、営業利益は９１．２％減少の
６百１５万円となり、経常利益は、８３．０％減少の1千１百６２万円となりました。
　最終、税引き後当期純利益は８３．０％減少の９百１７万円なりました。
　原因と致しましては、仕入高の売上に対する割合が４．５％増加し、売上総利益の割合が
大きく減少、一般管理費の中では、運賃が３２％増加、東大阪の工場と滋賀の新工場の
２つの稼働時期があったため水道光熱費が５８％の増加、移転の費用として修繕費が
必要となり８４％の増加、生産の中断により在庫を大幅に増加させたため、地代家賃が
７２％の増加、新工場を建設したため減価償却費が２３５％の増加など、新工場建設と
移転、その他本社への移転による経費がかさんだことも相まって本年度は、増収減益
となりました。８３期は、移転の費用は、ほとんどないため利益については大きく改善
されるものと期待されます。
　また、８２期末に大阪中小企業投資育成株式会社による投資を受け、資本金を３０００万円と
致しました。これにより、益々の安定経営を行ってまいります。
　今後とも皆様のご支援を頂きながら、フロンティアスピリットで新たなる挑戦を
社員一丸となって努めてまいります。
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売上高
(単位：千円)

年／2月期 28/2月期 29/2月期 30/2月期 31/2月期
年度 27年度 28年度 29年度 30年度
売上高 675,365 762,472 957,118 1,056,375

当期純利益
(単位：千円)

年／2月期 28/2月期 29/2月期 30/2月期 31/2月期
年度 27年度 28年度 29年度 30年度
当期純利益 34,820 51,576 53,760 9,173

財務指標の推移

第８２期　業績のご報告
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